
第二回 重症者ホームひさやま 地域連携推進会議 記録 

 

日時：2025(令和 7)年 6月 17日（火）10：30～11：30 

会場：重症者ホームひさやま リビング 

出席者：8名+看護学生 3名 

欠席者：1名 

(構成委員 9名：利用者及びその家族、地域住民代表者、共同生活援助経営者、市町村の担当者) 

陣内晶子(重症者ホームひさやま・療育課長・サビ管)、金子政彦(重症者ホームひさやま・施設長) 

 

(敬称略) 

【目的】 

○ 利用者と地域との関係作り 

○ 地域の方々への施設や利用者に関する理解の促進 

○ サービスの透明性・質の確保 

○ 利用者の権利擁護 

 

【プログラム・質疑応答】 

時間 プログラム 資料 説明 参加者からのご意見 

10:00 受付    

10:30 ～

(5分) 

挨拶・ 

新構成員ご紹

介 

 金子 ・新しく参加の委員を紹介。 

 

10:35 ～

(15分) 

運営報告 別紙 

運営報告資

料 

陣内 ＜支援者の様子＞ 

＜その他＞ 

・特に、意見・質問なし。 

10:50 ～

(5分) 

経営報告 別紙 

事業活動計

算書 

金子 ＜収支の状況＞ 

＜水光熱費の高騰＞ 

＜食費をはじめとした物価高騰＞ 

＜その他＞ 

 

(委員)グループホームの関連団体との関係性は？他団

体からの経営状況についての意見交換やアドバイスは

あるか？ 

(金子)関連団体との協議会はある。情報共有はしてい

る。久山本体は、重心施設としての特殊性(病院と福祉

施設の両面を持つ)がある。ホームは福祉施設である

が、重症者を受け入れている関係上、人件費等がかか

っている。ホームとして、収支のバランスをとることが課

題。 

 

10:55 ～

(5分) 

事故報告 別紙 

事故報告書

(まとめグラ

陣内 (委員)薬剤事故の内容は？ 

(陣内)「飲み忘れに気づいた」など気付いて修正でき

るものが多いが、「朝と夕の薬を間違えた」という体へ



フ) の影響が考えられる例もある。外泊時の薬の準備の際

のミスなどもある。 

(委員)薬の管理はどのような形で行っているか？ 

(陣内)薬カートで管理している。薬剤師や外来看護師

が薬のセットを行い、内服管理はホーム職員で行ってい

る。薬の変更があった場合の対応で、間違いが起こるこ

とがあるので、注意が必要。 

11:00 ～

(30分) 

構成員より 

質疑応答・ 

意見交換 

 陣内 ＜質疑応答＞ 

(委員)少ないスタッフで、よくやっておられる。経営状況

の厳しさもよく分かった。 

(委員)食後以外の内服時間はあるか？ 

(陣内)短期入所の利用者で、眠前薬がある場合はあ

る。 

(委員)入居者の病気の際は？ 

(陣内)感染症の場合は、ホームにて、個室対応ができ

ている。てんかん発作の重積などで、本体に医療入院す

ることはある。 

(委員)コロナ後、地域住民と入居者の交流が少なくな

っているのは残念。入居者が外出する機会をできるだけ

確保してほしい。 

(陣内)本体と比較し、ホームは外出する機会は多い。地

域行事にも参加させてもらっている。本体は、家族面会

が再開になった段階。 

(委員)電子カルテの役割分担とは？ 

(陣内)本体で電子カルテが導入されてからも、ホーム

では、福祉ソフトを別に使っていた。本体との情報共有

を目的に、2024年度にホームでも電子カルテを導入

し、運用している。 

(委員)収益増に向けて、報酬が増えたらよいと思う。声

をあげてほしい。 

(委員)子の年金で賄えるレベルの利用料金の維持を

希望する。親が健在の時は、足りなければ補填できる

が、きょうだい児には頼めない。ホームの赤字は何とか

ならないかと思う。(親亡き後のことが心配。)ホーム運

営については、保護者会としては安心している。情報が

開示されていることが安心材料。老健に比べ感染対策

レベルは高い。子の命を守るためと理解できる。職員の

工夫を感じる。 

(陣内)各事業所、人員配置(職員確保)は、大変ではな

いか？ 

(委員)30～40代男性正職の応募が少ない。 

(委員)その通り。 

(委員)各種加算とそれに連動した人員配置を工夫して



いる。(加算とそれに関する仕事をひもづける) 

(委員)本部との人材融通(異動)で何とかやれている。 

(陣内)介護職の人材不足は深刻。当法人でも、外国人

労働者の採用を進めている。 

(委員)本部では、特定技能の外国人労働者を受け入

れている。 

(委員)現在は受け入れていないが、将来は外国人人材

の受け入れを考えざるを得ないと思う。 

(委員)久山町より、連絡。災害時の避難確保計画につ

いての話し合いを計画している。7/28～8/1の間で、

現在日程調整中なので、参加して頂きたい。 

11:30 終了後見学  金子  

 

【次回日程】 

○ 次回、第三回 地域連携推進会議 

○ 2026(令和 8)年 6月 16日(火)10：30～11：30 

○ 重症者ホームひさやまにて 

記録：金子政彦 


